
表２　平成22年3月28日現在のＨＩＶ感染者及びエイズ患者の国籍別、性別、感染経路別報告数の累計

診断区分 感染経路 日本国籍 外国国籍 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

ＨＩＶ感染者 合計 8,671 707 9,378 1,078 1,331 2,409 9,749 2,038 11,787

異性間の性的接触 2,004 574 2,578 340 778 1,118 2,344 1,352 3,696

同性間の性的接触
＊１

5,721 4 5,725 347 1 348 6,068 5 6,073

静注薬物使用 27 2 29 23 3 26 50 5 55

母子感染 13 8 21 4 7 11 17 15 32

その他
＊２

176 34 210 39 22 61 215 56 271
不明 730 85 815 325 520 845 1,055 605 1,660

エイズ患者 合計
＊３

4,083 276 4,359 712 342 1,054 4,795 618 5,413

異性間の性的接触 1,535 182 1,717 249 189 438 1,784 371 2,155

同性間の性的接触
＊１

1,631 2 1,633 109 2 111 1,740 4 1,744

静注薬物使用 19 3 22 20 1 21 39 4 43

母子感染 9 3 12 1 4 5 10 7 17

その他
＊２

116 19 135 22 12 34 138 31 169
不明 773 67 840 311 134 445 1,084 201 1,285

ＨＩＶ感染者+エイズ患者  合計 12,754 983 13,737 1,790 1,673 3,463 14,544 2,656 17,200

凝固因子製剤による感染者
＊４

1,421 18 1,439 － － － 1,421 18 1,439

＊１　両性間性的接触を含む。
＊２　輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。
＊３　平成11年3月31日までの病状変化によるエイズ患者報告数154件を含む。
＊４　「血液凝固異常症全国調査」による2009年5月31日現在の凝固因子製剤による感染者数

※死亡者報告数

　感染症法施行後の任意報告数（平成11年4月1日～平成22年3月31日） 282 名

　エイズ予防法
＊５

に基づく法定報告数（平成元年2月17日～平成11年3月31日） 596 名
　
凝固因子製剤による感染者の累積死亡者数

＊６
648 名

＊５　エイズ予防法第５条に基づき、血液凝固因子製剤による感染者を除く。
＊６　「血液凝固異常症全国調査」による2009年5月31日現在の報告数


